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1. はじめに 

高校 2 年生の時に起こる悩みのひとつは、どの文法・語法問題集を選ぶかというところにある。いわゆるロング
セラーのものはいくつかあるものの、違うものを使ってみたいという気持ちもある。そのタイミングで『コンスト
ラクションズ』が出版され、1 年間使用してみたという実践を今回紹介する。 
 

2. 『コンストラクションズ』について 
『コンストラクションズ』(以下『コンスト』とする)は石原健志先生が編著された英文法・語法問題集であり、

他書に見られない特徴がある。ひとつ目は類書を見ない説明の詳しさである。どうしても英文法・語法問題集は文
法事項の網羅率を重視する傾向にあり、説明を省いて、問題数を増やす傾向にある。『コンスト』は、基本事項を
重視しながらも、発展的な事項も記載しており、出題されている文法事項以外のポイントにも解説が施されている。
また、説明が詳しくなると、説明は長くかつ複雑になるものだが、簡潔で明解な説明であるという点で優れている。 
ふたつ目は入試問題の文法問題以外も素材にしているところだ。文法問題のみから収集してしまうと、文脈が無
視され、文法問題のために作られたような不自然な英文が散見される。加えて、コロケーションについても言及が
あるので、非常に使いやすい。とにかく英文の自然さや表現の登場頻度など、いわゆる「生きた」英語を例とする
ことを重要視していることを感じる。 
その他細かい点もあるが、大きく分けてこの 2 点が他書に比べて優れていると考える。 
 

3. 実践例 
① 授業中の実践 

授業の帯活動として、『コンスト』の解説を読む時間を取った。多少の解説は入れながらも、注意する点を
説明しつつ、問題を解いたり、解説を読んだりして、基礎の定着を図った。POINTや COLUMN で、基本事
項が図表でまとまっているので、生徒にとっても覚えることが明確になっている。また、4 択の問題集で起こ
る問題として、正答の記号だけを覚えてしまうおそれがあるが、並べ替え問題や部分英訳など、丸暗記に労力
がかかるものもあり、小テストに対して準備するという習慣を備えることができたと感じている。 
加えて、分野別に問題を取り出して授業中の教材にすることができる。例えば、無生物主語や名詞構文、倒

置などの難易度が高い事項は、レベル別の問題配置を活かして授業中の演習に取り入れることができる。ま
た、各章の解説の冒頭部にある Key Grammar & Constructions にポイントがまとまっているので、それを参
考にしながら理解を深めるということもできる。したがって小テストのみならず授業中にも活用しやすい問
題集だと言える。 

 
② 小テスト 

 一回の小テストの範囲は CHAPTER2 つ分、つまり小テスト 11 回で 1 周する計算になる。1周目は BASIC
と STANDARDに絞り、同じ問題を出す形式で行った。2 周目はすべてを範囲にして、「ことまな T」に付属
しているデータから実力問題も混ぜて作成した。1年間で 2 周分するという目標を立てたが、実際に行うこと
ができたのは、2 周目の Lesson16 までだった。実際に 2 年生で学習している文法事項とは重ならないので、
教科書も含めて、何度も復習をすることを促せたと感じている。 
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③ 定期考査 

 『コンスト』の形式のものをそのまま出すものもあれば、形式を変えて作る問題も作成した。また、先述し
たように、教科書の文法事項と重ならない部分があるので、一回の試験範囲で復習すべき文法事項はかなり多
かったように思われる。また、純粋に問題としての難易度が低くない点と、記号の丸暗記ではない形式の問題
が多いので、負荷をかけてテスト勉強をさせることができたと感じている。 

 
4. 留意点 

 『コンスト』は、問題がレベル別で分けてあり、段階を追って文法事項を学習することができる。これは学習の
観点から考えると良い側面だが、小テスト実施の際は、区切りすぎると取り扱うことができる問題数が少なくなる
ので注意が必要だ。また、『コンスト』自体の難易度が高いので、生徒の実態に応じた足場かけ(scaffolding)が必要
になる。教科書や総合英語傍用のワークなどの問題が簡単な場合は、演習問題を挟んだり、語彙レベルを高めた状
態で臨んだりすることで、その問題は解決するのではないかと思われる。 
 

5. 終わりに 
  まず、ちょうど私が高校 2 年生を担当することになったタイミングで『コンストラクションズ』が発売になった
偶然に感謝したい。そうでなければ、より効果的な文法の明示的指導(explicit instruction)1が行いにくかったかもし
れない。高校 1 年生のときの知識と結びつけながら、何回も復習することで文法の復習と理解の深化を促すことが
できた。問題の難易度や問題文に登場する語彙の関係から、生徒の語彙レベルと照らし合わせて導入の是非を決め
る必要があるが、やりこむことで力が付くことは間違いない。今回の実践のように、小テスト・定期考査用の問題集
というよりは、授業中に頻繁に参照する傍用教材として使い、何度も問題を解くことを念頭に置いた使用が好まれ
る。最後にこのような意欲作かつ名作を執筆された石原健志先生に感謝を表する。 

 
 
[脚注] 
1. 鈴木(2024:4-22)参照 
[参照文献] 
鈴木祐一(2024)『あたらしい第二言語習得論―英語指導の思い込みを変える』研究社 
 
 

 
河瀬 拓也 先生（福岡大学附属若葉高等学校） 
福岡県出身。 
西南学院大学文学部外国語学科英語専攻(現外国語学部外国語学科)卒業、 
同大学大学院文学研究科英文学専攻博士前期課程修了。 
専攻は統語論で、その他英語学や第二言語習得、英語教育学に関心がある。 
最近のテーマは「授業の中で英語を習得する授業デザイン」。
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Appendix：使用した小テスト 
⑴ 第 1 回（1 周目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵ 第１２回（２周目） 
 


